
相浦西小学校 学校だより 平成３１年２月１５日 【 第２１号 】（文責：校長 金子圭一） 

 学校経営の基本方針：「みんなが楽しい学校」の創造 

子どもたちの行動目標 

「あいさつ・へんじ・くつならべ」 

※地域ぐるみで取り組む行動目標「へんじ」 

【２月も折り返し地点を過ぎました】 
・逃げる月とよく言われますが２月も折り返し地点を過ぎました。卒業までのカウント
ダウンをしている６年生の日めくりカレンダーも確実に薄くなっています。その６年生
は卒業式の学年練習に入りました。心構えや礼法指導を受けたことで気持ちがぐんと卒
業式に近づいたことでしょう。 
・５年生は先日の新入生保護者説明会の会場づくりをしました。６年生の代わりに活躍
するデビュー戦となりましたが、仕事を見つけて積極的に動く児童ばかりで予定より早
く終わったそうです。４年生は「二分の一成人式」の準備を進めています。３年生は来
週クラブ見学が予定されています。２年生は新しく出会う教科等（理科や外国語活動）
に思いを馳せるようになっています。１年生は新入生の入学を楽しみにしています。 

【第2回長縄大会】・昨日、6年生実行委員による運

営で第２回長縄大会を実施しました。１～６年生で

構成する色ブロック別の班別･色ブロック別の対抗戦

となります。期間を決めて練習を重ねた本番の結果

はお子様にお尋ねください。写真の左側は６年生で

す。左手で縄跳びの回るリズムをとり、大きな声で

回数を数えながら、低学年に右手で跳ぶタイミング

を教えている様子です。写真ではわかりませんが体

全部でリズムを刻んでいるのです。縄跳びが苦手な

子もいますから丁度いい力加減で背中を押していました。異学年交流の目的の一つである相

手意識が多くの５，６年児童に見られ、所属感を深めた大会となりました。 

【避難訓練（不審者対応）】・５日（火）に不審

者を想定した避難訓練を実施しました。その前後

にご存知のように佐々町での貼紙事案、校区内で

の声かけ事案と連続で発生しました。佐々町での

貼紙事案は事件性についても不明の状態だと聞い

ています。校区内での声かけ事案については不審

者が特定され警察から厳重な指導がなされたこと

を安心メールでお伝えしました。校区内の声かけ

事案について詳細な内容をお伝えできなかったの

は捜査中であったことと、人権への配慮が必要だったからです。相浦警察署と相談しながら

判断しました。ピンポイントにその場所（公園）や今回の人物像（若い成人男性）だけでな

く、不審者に気をつけるよう日常的に指導を続けてまいります。 

【第2回学校支援会議を開催しました】・5日（火）子どもたちにかかわりの深い地域の皆様

にお集まりいただき、2回目の学校支援会議を開催しました。この会の目的は地域ぐるみで

子どもを育てる体制を整えることです。「あいさつ・へんじ・くつならべ」を中心に子ども

たちの様子を伺いました。あいさつについてはできる子、しない子がはっきりしている二極

化の情報が浮き彫りになりました。集団下校が必要な危機的事案が発生した時は学校から連

絡があれば有志を集めてパトロールできるというありがたい提案もありました。上記のよう

な不審者事案を受けて車で登校する家庭が増えている中、歩いて引率される保護者もおられ

ことが話題になりました。我が子だけではなく、一緒に登校する子どもたちも見守りながら

通学路の安全に配慮されているのだろうと推察します。ありがとうございます。 

【次年度の週日課について】・新しい学習指導要領の完全実施（２０２０年）へ滑らかな移

行ができるよう、次年度から段階的に備える予定です。詳細は裏面をご覧ください。３～６

年生は外国語活動・外国語科に備え週全体で１時間学習時間が増え、木曜日が６時間授業と

なっています。さらに始業時刻を相浦小、相浦中に合わせて、８時１５分にする予定です。 

校訓強正美  



 


